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オープン株式会社 

 

オープングループ株式会社（本社：東京都港区、代表取締役：高橋 知道）の子会社であるオープン株

式会社（本社：東京都港区、代表取締役執行役員社長：石井 岳之、以下「オープン」）は、名古屋大学

医学部附属病院（所在地：愛知県名古屋市、病院長：丸山 彰一）が、院内での BizRobo!活用領域を拡

大し、看護部門での業務効率化をはじめとする現場業務の改善に成功したことをお知らせいたします。 

 

 

■BizRobo!導入背景とこれまでの創出効果 

名古屋大学医学部附属病院は、2019年にサーバ型 RPAツールである「BizRobo! Basic」を導入しま

した。当時の RPAの活用は国立大学の附属病院としては先進的な取り組みで、当初活用した事務部だ

けでも年間 1,000時間以上の業務削減効果をあげていました。この実績を踏まえて、2023年度からは病

院独自の閉域ネットワークである「診療ネットワーク」でも BizRobo!が活用されています。 

 

製品選定においては、ロボット開発のフォロー体制が充実していることや、医療機関での導入実績が

豊富なこと、医療機関ならではのロボット活用のノウハウが多く蓄積されていることなどが評価されま

した。また BizRobo! Basicは個別のパソコン端末に依存する製品ではないことから、大規模な運用にも

対応しやすい点も決め手となりました。 

 

 

■事務部門での活用効果を踏まえ、医療現場での利用に着手 

BizRobo!の導入後、20名ほどのメンバーからなる RPAプロジェクトチームが事務部内に設置され、

他部門での RPA活用がスタートしました。一例として人事労務課では、医師の勤務時間の計算支援を

行うロボット、経営企画課では外部資金の予算執行状況確認表を作成・送付するロボットなど、十数体

が稼働しています。 

 

そして現場部門である看護部では、毎朝各病棟で患者の入退院や転棟、手術の件数や職員の休暇状況

などによって生じる看護職員の過不足への対応として、副看護部長と看護師長の 2名が管理日報、入退

院予定、移動予定などを Excelにまとめ、看護職員の応援先や応援時間の調整をしていましたが、この

業務にも BizRobo!が活用されることになりました。 

毎朝ロボットが各病棟の入院患者数、ベッドの稼働率、入退院予定患者数、手術予定・検査予定件数

などをファイル出力したあと、Excelに転記し、マクロを動作させて状況一覧を自動で作成します。こ

 

 

 

 

 

名古屋大学医学部附属病院が BizRobo!活用で、 

看護現場の業務効率化を達成 
～閉域環境にも RPAを導入し、当日の人員調整にかかる時間を 1/3に削減～ 
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れにより毎朝の応援調整にかかる時間が、ひと月当たり 450分→150分と、1/3にまで削減されまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病棟間での「看護職員の応援調整」をサポートするロボット 

 

名古屋大学医学部附属病院／BizRobo!導入事例記事：https://rpa-technologies.com/case/case092/ 

 

 

■BizRobo!の横展開を通じて、院内 DXの加速を目指す 

現在、事務部のネットワーク上で 43体、そして診療ネットワーク上で 8体のロボットが運用されて

いる名古屋大学医学部附属病院では、各診療科において、医師や事務スタッフの負担軽減やタスクシフ

トに直接つながるようなロボットの開発・活用を目指しています。 

看護部での活用に続き、検査部、医療技術部、薬剤部など、さまざまな部門にロボットを横展開し、

最終的には病院全体として DX推進を加速させていきたいと考えています。 

 

オープンは名古屋大学医学部附属病院での RPA活用範囲の拡大を、医療業界に強みを持つ BizRobo!

パートナーとともに伴走支援してきました。労働時間の上限規制、人材不足等、さまざまな問題を抱え

る同業界において、人とロボットの協働は課題解決だけでなく、医療の質向上など＋αの効果を創出す

るものと認識しております。 

引き続き各医療機関の環境や規模、抱える課題に応じて、適切なサポートを行いながら、医療従事者

の就業環境改善に寄与できるよう活動してまいります。 

 

 

■「BizRobo!」について 

「BizRobo!」は、ホワイトカラーの生産性を革新する、ソフトウェアロボットの導入・運用を支援する

デジタルレイバープラットフォームです。「ロボット」と「IT」によって、ホワイトカラーをルーティ

ンワークから解放し、企業を始め社会全体の生産性向上を図り、未来の働き方を変えていきます。 

詳細につきましては製品ページ：https://rpa-technologies.com/products/ をご覧ください。 

 

https://rpa-technologies.com/case/case092/?utm_medium=social&utm_source=facebook&utm_campaign=news&utm_content=-&keyword=-
https://rpa-technologies.com/products/first/?utm_medium=social&utm_source=facebook&utm_campaign=news&utm_content=-&utm_term=-


 

 

― 主要製品ラインナップ― 

 ・BizRobo! Basic ： https://rpa-technologies.com/bizrobobasic/ 

・BizRobo! Lite ： https://rpa-technologies.com/lite/ 

 ・BizRobo! mini ： https://rpa-technologies.com/bizrobomini/ 

 

 

【会社概要】 

■オープン株式会社（https://open.co.jp/） 

・本社所在地：東京都港区虎ノ門 1-23-1 虎ノ門ヒルズ森タワー8F 

・設 立：2013年 7月 

・代 表 者：代表取締役執行役員社長 石井 岳之 

・資 本 金：3,000万円 

・事 業 内 容：スマートロボット（RPA、AI）を活用した情報処理サービス、コンサルタント事業 

スマートロボット（RPA、AI）を活用したアウトソーシング事業 

スマートロボット（RPA、AI）を活用したデジタルマーケティング、オンライン広告 

事業 

・名古屋オフィス所在地：愛知県名古屋市中村区名駅 1-1-1 JPタワー名古屋 21F 

https://rpa-technologies.com/bizrobobasic/?utm_medium=social&utm_source=facebook&utm_campaign=news&utm_content=-&utm_term=-
https://rpa-technologies.com/lite/?utm_medium=social&utm_source=facebook&utm_campaign=news&utm_content=-&utm_term=-
https://rpa-technologies.com/bizrobomini/?utm_medium=social&utm_source=facebook&utm_campaign=news&utm_content=-&utm_term=-
https://open.co.jp/

